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「
創
作
が
人
生
の
す
べ
て
」と
語
る
下
山

田
昌
右
氏
。
京
焼
三
星
窯 

和
田
清
氏
と
唐

津
焼 

中
里
太
郎
右
衛
門
氏
に
師
事
。
女
性

の
陶
芸
家
が
少
な
い
時
代
、
門
徒
に
な
る

の
も
難
し
く
、
そ
の
後
も
過
酷
な
修
行
の

道
を
歩
ま
れ
ま
す
。

　

1
9
7
9
年
に
日
展
に
初
入
選
、
以
後

入
選
23
回
、
無
鑑
査
１
回
。
数
々
の
展
覧

会
で
の
受
賞
に
加
え
、
1
9
9
8
年
日
展

で
は
特
選
を
受
賞
。
現
在
は
時
折
の
個
展

や
生
徒
と
と
も
に
企
画
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
野
の
花
に
心
を
と
め
、
多
く
の
人
と

感
動
を
共
に
平
和
な
社
会
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
作
品
を
作
り
続
け
た
い
で
す
」。

　

書
に
囲
ま
れ
て
成
長
し
、
父
で
あ
る
鈴
木
雲う

ん
ぽ
う鳳

氏

と
日
本
芸
術
院
賞
の
殿と

の
む
ら村

藍ら
ん
で
ん田

氏
に
師
事
。

　

1
9
8
9
年
日
展
に
初
入
選
し
て
か
ら
20
回
の
入

選
を
数
え
、
2
0
1
4
年
と
2
0
1
6
年
に
は
特
選

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
第
10
回
日
展
で
審

査
員
に
就
任
さ
れ
、
翌
年
日
展
会
員
に
。
こ
の
ほ
か
、

読
売
書
法
展
な
ど
数
々
の
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
。

　

名
実
と
も
に
著
名
な
書
家
と
し
て
、
書
道
愛
好
家

の
育
成
・
指
導
に
あ
た
ら
れ
、
平
成
26
年
か
ら
市
文

化
協
会
会
長

と
し
て
、
芸

術
文
化
振
興

に
ご
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
始
め
た
旧
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
の
書
道
教
室
を
き
っ
か
け
に
書
の
道
へ
。
そ

の
後
、
故
鈴
木
雲う

ん
ぽ
う鳳

氏
と
鈴
木
赫か

く
ほ
う鳳

氏
に
師
事
。

　

30
代
半
ば
ご
ろ
か
ら
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
、

2
0
1
4
年
日
展
か
ら
５
度
の
入
選
。
2
0
2
1
年

と
2
0
2
3
年
日
展
に
お
い
て
特
選
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
展
会
友
、
読
売
書
法
会
常
任
理
事
、
茨
城
書
道

美
術
振
興
会
常
任
理
事
、
市
書
道
連
盟
理
事
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
10
回
日
展（
２
０
２
３
）　

劉
長
卿
詩

第
10
回
日
展（
２
０
２
３
）　

李
白
詩

市
民
栄
誉
賞

2
0
2
4
年 

市
民
栄
誉
賞
受
賞

2
0
2
4
年 

市
民
栄
誉
賞
受
賞

2
0
1
6
年 
市
民
栄
誉
賞
受
賞

　
市
民
に
希
望
と
活
力
を
与
え
、
広
く
市
民

か
ら
敬
愛
さ
れ
、
本
市
の
誇
り
と
な
る
顕
著

な
業
績
が
あ
っ
た
も
の
に
贈
ら
れ
る『
市
民
栄

誉
賞
』。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
栄
誉
を
た
た
え
る
と

と
も
に
、
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
4
人

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
30
回
日
展
特
選（
1
9
9
8
）『
追
憶
』


